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l●　掩　　　言

責いに糟糠する物終間の糟糠怪力を澄蒸約に測定ず

る方法として、桓詩波を糾用する方法が知られておりl

これに閲する種々の研究がなされている・しかし、そ

れら0）多くは金茶Iィ科を掩ったものであり、非金噂一寸

f＝二ついても瀾定可能てあることを指摘した研究－l・

もあるが、検めて少ない棲ぞある。

そこで番研究では、擾昏盛を明いて発意環閏む♂）拷

桝職界面の旺カ測定に閲する研究の－一一環としーlて、アク

リル†寸からなる古幡野i状を再するパンチとナll－ト脚

0）柁職はカを所定した。

2・欝定方沫と実I‖芭男

2・l鞭正葉書　過行頑によって柁地け三ノ」を定一ー的に

洞窟する場合、あちかじめ圧わ饗化による擾窪感の増

作－　即†，、ほカによる反”破戒高値の変化を明かにし

ておく必雪がある●　モ0）ため、閃一耶状の2隅0）試琳

ーけ（3O130x～0）を押しI寸けて担搾油と荷電0）叩陳を求め

る戦艦渠顎を持った書　この場合、接触予の書芸要は文献

l？Iと同じノiはによりl〒い、潤を状熱を安定化しーた．

また、デーウ処門の高相度化－　高速化及び簡間化をH

うためにli馬連A／D変緯モジュールを内蔵する／いノ

ニーンを日用した。なお、本研究では通常0）垂渾沌欄＝－

（周波‡雪5【Hzl振動子担ほ¢6l4■・）0）みを使用し、潤

在II胃てと寸る訊職l卜巾の繊膿遽度をアlクリルては2750

l／S、目上述するI書架の比帖のために川いた円0）そオlを

5900　■／Sl二引卜左しl指輪職閏としてマシン洞lり120）

を用いた。
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